
自加圧式容器の容器再検査について

・容器の銘板で「製造年月」と「最終の容器・容器の銘板で「製造年月」と「最終の容器
再検査年月」を確認

・再検査は、購入業者・容器製造メーカー・再検査は、購入業者 容器製造メ カ
ガス業者を通じて受検。
概ね 25,000円～30,000円/1台(外部業者へ依頼、運搬費込、部品交換は別途)

・不明な点は低温センターへ相談。
再検査合格

月年

容器製造年月

不明な点は低温センタ へ相談。

容器の
製造年月

再検査サイクル (具体例)
再検査しない限り

1989年3月
31日以前 1年

1989年4月
2年（製造後20年以上）

充填可能
再検査しない限り

充填不可

例：容器再検査合格日が
2013年5月1～31日、

再検査期間は 5年
例：2018年5月1日

期限内 容器再検査を受検 くださ

1989年4月
1日以降

5年（製造後20年未満） 起算日
例：2013年4月30日

起算の年＋再検査期間
例：2018年4月30日

再検査期間は 5年
例 2018年5月1日

期限内に容器再検査を受検してください

未受検の容器には供給できません未受検の容器 は供給できま
低温センター 液化供給部門 内線：22853

メール：teion-info@crc.u-tokyo.ac.jp


